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要
旨

公
益
財
団
法
人
石
水
博
物
館
に
現
在
収
蔵
さ
れ
て
い
る
一
四
代
当
主
川
喜
田
政
明
（
号

は
石
水
）
が
安
政
の
大
地
震
に
つ
い
て
記
し
た
『
は
な
し
の
種
』
と
い
う
写
本
を
紹
介
す

る
。
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
か
ら
一
連
の
安
政
の
大
地
震
が
発
生
す
る
が
、
こ
の
う
ち

嘉
永
七
年
六
月
一
三
日
に
発
生
し
た
伊
賀
上
野
地
震
お
よ
び
同
年
一
一
月
四
日
の
安
政
東

海
地
震
と
五
日
の
安
政
南
海
地
震
に
つ
い
て
書
き
残
し
た
の
が
『
は
な
し
の
種
』
で
あ
る
。

『
は
な
し
の
種
』
は
ま
ず
記
さ
れ
た
地
震
の
状
況
が
地
震
史
料
と
し
て
大
き
な
価
値
が
あ

る
。
ま
た
、
射
和
の
竹
川
家
、
伊
豆
に
い
た
松
浦
武
四
郎
、
江
戸
店
と
往
還
の
使
用
人
な

ど
か
ら
政
明
の
も
と
に
地
震
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
川
喜
田

家
が
構
築
し
て
い
た
情
報
網
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
地
震
に
ま
つ
わ
る
狂
歌

を
収
録
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
対
し
て
人
々
が
ど
の
よ
う
な
心
情
を
抱
い
た
か
と
い
う
地

震
文
学
と
し
て
の
考
察
が
で
き
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
本
稿
は
資
料
の
書
誌
情
報
、
構

成
、
翻
字
を
紹
介
し
、
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

川
喜
田
久
太
夫
家
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
よ
り
江
戸
の
大
伝
馬
町
で

木
綿
仲
買
か
ら
木
綿
問
屋
を
営
ん
だ
豪
商
で
あ
る
。
本
拠
地
は
藤
堂
藩
の
津
城
下
に

あ
っ
た
。
川
喜
田
家
は
本
拠
地
の
伊
勢
国
か
ら
各
地
の
営
業
店
を
指
図
し
た
伊
勢
商

人
で
あ
り
、
津
藩
の
田
中
家
、
松
阪
の
長
谷
川
家
、
小
津
家
、
長
井
家
な
ど
と
な
ら

ぶ
名
家
と
し
て
数
え
ら
れ
て
き
た
。
一
八
世
紀
以
降
、
商
売
が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

代
々
の
当
主
は
文
化
的
な
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
和
歌
・
俳
諧
・
国
学
・
本

草
学
・
茶
の
湯
に
深
い
造
詣
を
示
し
た
。
一
八
代
ま
で
の
歴
代
当
主
が
集
め
た
古
典

籍
・
絵
画
・
陶
磁
器
な
ど
は
、
公
益
財
団
法
人
石
水
博
物
館
に
現
在
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。本

稿
で
は
そ
の
う
ち
一
四
代
政
明
（
号
は
石
水
）
が
安
政
の
大
地
震
に
つ
い
て
記

し
た
『
は
な
し
の
種
』
と
い
う
写
本
を
紹
介
す
る
。
川
喜
田
政
明
（
石
水
）
に
つ
い

て
は
、
早
川
由
美
『
歴
代
川
喜
田
久
太
夫
別
称
一
覧
』
（
私
家
版
）
に
よ
れ
ば
、

川
喜
田
家
14
代
政
明
。
号
、
石
水
、
孳
々
斎
な
ど
。
（
文
政
4
年
（
1
8
2
1
）

生
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
）
没
58
歳
）
嘉
永
4
年
（
1
8
5
1
）
に
29
歳
で

家
督
を
継
ぐ
。
後
妻
が
竹
斎
妹
ゆ
か
後
に
ま
さ
。　

と
記
さ
れ
る
。
江
戸
後
期
の
生
ま
れ
で
、
幕
末
に
家
督
を
継
ぎ
、
明
治
初
期
ま
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
政
明
は
家
督
を
継
い
で
三
年
目
の
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）

か
ら
一
連
の
安
政
の
大
地
震
に
遭
遇
し
た
。
こ
の
う
ち
嘉
永
七
年
六
月
一
三
日
に
発

生
し
た
伊
賀
上
野
地
震
お
よ
び
同
年
一
一
月
四
日
の
安
政
東
海
地
震
と
五
日
の
安
政

南
海
地
震
に
つ
い
て
書
き
残
し
、
『
は
な
し
の
種
』
と
い
う
冊
子
に
ま
と
め
て
あ
る
。

『
は
な
し
の
種
』
は
石
水
博
物
館
所
蔵
資
料
で
、
従
来
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
『
は
な
し
の
種
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
記
さ
れ
た
地
震

の
状
況
は
地
震
史
料
と
し
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
射
和
の
竹
川
家
、
伊
豆

に
い
た
松
浦
武
四
郎
、
江
戸
店
と
往
還
の
使
用
人
な
ど
か
ら
政
明
の
も
と
に
地
震
の

安
政
の
大
地
震
と
一
四
代
目
川
喜
田
石
水
の
情
報
網

― 

石
水
博
物
館
蔵
『
は
な
し
の
種
』
に
つ
い
て 

―
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一
八

情
報
が
入
っ
て
い
る
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
川
喜
田
家
が
構
築
し
て
い
た
情
報

網
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
地
震
に
ま
つ
わ
る
狂
歌
を
収
録
す
る
こ
と
で
、

災
害
に
対
し
て
人
々
が
ど
の
よ
う
な
心
情
を
抱
い
た
か
と
い
う
地
震
文
学
と
し
て
の

考
察
が
で
き
る
こ
と
に
本
資
料
の
価
値
が
あ
る
。

以
下
、
資
料
の
書
誌
情
報
、
構
成
、
翻
字
を
紹
介
し
、
解
説
を
加
え
る
。

書
誌
情
報

『
は
な
し
の
種
』
（
登
録
番
号
：
一
八
五
－
六
『
は
な
し
の
種
後
編
』
）

川
喜
田
政
明
（
石
水
）
編
。
縦
二
三
・
九
糎
×
横
一
六
糎
。
表
紙
な
し
。
仮
綴
じ
。
半

丁
に
つ
き
一
〇
行
の
罫
紙
。
巻
首
題
「
は
な
し
の
種
後
編
」
。
全
一
七
丁
。
公
益
財
団

法
人
石
水
博
物
館
所
蔵

石
水
博
物
館
の
登
録
書
名
は
『
は
な
し
の
種
後
編
』
で
あ
る
。
一
丁
表
の
巻
首
題

が
「
は
な
し
の
種　

後
編
」
と
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
六
丁
表
冒
頭
に
「
は

な
し
の
種
」
と
記
し
て
あ
る
。
一
六
丁
の
内
容
は
伊
賀
上
野
地
震
の
記
録
で
あ
り
、
全

体
で
の
成
立
は
早
い
。
そ
れ
に
追
加
す
る
意
味
で
「
は
な
し
の
種　

後
編
」
と
し
て

安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
の
記
録
が
前
半
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
書
の
名
称
は
『
は
な
し
の
種
』
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

構
成

一
丁
表
～
二
丁
表　

一
一
月
四
日
か
ら
一
二
月
五
日
ま
で
の
地
震
の
記
録
。
一
一
月

四
日
の
安
政
東
海
地
震
と
一
一
月
五
日
の
安
政
南
海
地
震
と
そ
の
余
震
を
記
す
。

三
丁
表
～
四
丁
裏
二
行
目　

「
十
一
月
四
日
昼
前
よ
り
夕
迄
三
度
津
浪
来　

津
町

并
々
寺
院
破
損
高
汐
目
録
」
一
一
月
四
日
の
地
震
と
津
波
の
被
害
を
記
す
。　

町
方

の
被
害
を
町
年
寄
が
奉
行
所
に
報
告
し
た
も
の
の
写
し
。
『
津
市
史
』
第
2
巻
（
注
１
）

と
同
じ
も
の
。

四
丁
裏　

震
災
時
に
危
険
を
防
ぐ
働
き
を
し
た
者
た
ち
へ
の
奉
行
所
の
褒
美
の
記
録
。

五
丁
表
～
七
丁
裏　

「
津
領
の
郷
方
分
」
の
津
波
に
よ
る
塩
害
や
家
屋
の
破
損
状
況
を
記

す
。
大
庄
屋
た
ち
が
お
そ
ら
く
奉
行
所
に
報
告
し
た
も
の
。『
津
市
史
』
第
2
巻
（
注
２
）

八
丁
表
～
一
〇
丁
表
六
行
目　

「
町
并
々
寺
社
郷
中
破
損
総
数
」
「
南
勢
山
田
」
「
松

坂
」
の
状
況
を
記
す
。

伊
勢
は
「
神
主
足
代
よ
り
申
来
」
と
あ
る
。
「
右
十
一
月
七
日
書
上
」
と
あ
る

の
で
か
な
り
早
く
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

一
〇
丁
表
七
行
目
～
一
〇
丁
裏
五
行
目　

一
一
月
一
六
日
付
の
御
教
書
。

    

「
当
用
録　

朝
喬
卿
公
文
所
」（
伊
勢　

神
宮
文
庫
）（
『
新
収
日
本
地
震
史
料

　

第
五
巻
別
巻
五
の
一
東
海
』
（
注
３
）

に
も
同
様
の
文
書
。

一
〇
丁
裏
六
行
目
よ
り
一
一
月
二
七
日
の
安
政
改
元
の
記
録
。

一
一
丁
表
四
行
目
よ
り
東
海
道
筋
の
被
害
。
「
手
代
須
兵
衛
見
聞
」
。

一
三
丁
表
二
～
六
行
目　

「
勢
国　

鳥
羽
城
と
堅
野
村
」
の
被
害
。

一
三
丁
表
七
行
目
よ
り　

「
射
和
竹
川
よ
り
来
書
写
」
と
射
和
の
被
害
。
妻
が
竹
川
竹

斎
の
妹
の
た
め
。
「
竹
川
竹
斎
日
記
」
（
注
４
）

と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

一
四
丁
表
七
行
目
よ
り
一
四
丁
裏
二
行
目　

松
浦
武
四
郎
か
ら
の
書
簡
。
伊
豆
下
田

の
被
害
。

一
五
丁
表　

大
坂
川
口
津
波
届
書
写
。

一
六
丁
表
～
一
六
丁
裏
二
行
目　

「
は
な
し
の
種
」
、
伊
賀
上
野
地
震
の
記
録
。
余
震

の
あ
っ
た
六
月
一
三
日
か
ら
。

一
七
丁
表
・
裏　

改
元
と
地
震
に
ま
つ
わ
る
狂
歌
。



吉丸雄哉　安政の大地震と一四代目川喜田石水の情報網 ― 石水博物館蔵『はなしの種』について ―

一
九

解
説

一
一
月
四
日
の
安
政
東
海
地
震
と
一
一
月
五
日
の
安
政
南
海
地
震
お
よ
び
余
震
の

記
録
は
『
津
市
史
』
巻
二
の
記
録
「
岡
安
定
日
記
摘
要
」
と
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い

る
。
岡
安
定
は
本
業
は
魚
問
屋
で
、
京
都
の
山
本
亡
羊
に
学
ん
だ
本
草
学
者
で
あ
り
、

安
政
の
大
地
震
に
つ
い
て
細
か
い
記
録
を
残
し
た
。
『
津
市
史
』
に
収
録
さ
れ
た
岡
安

定
日
記
は
た
い
へ
ん
詳
細
な
こ
と
も
あ
り
、
安
政
東
海
地
震
の
分
析
史
料
に
用
い
ら

れ
て
い
る
（
注
５
）

。

相
違
で
は
一
丁
表
か
ら
二
丁
表
ま
で
の
地
震
の
記
録
に
津
波
・
高
潮
の
情
報
が
な

い
。
津
波
・
高
潮
の
被
害
は
次
の
「
津
領
の
郷
方
分
」
の
被
害
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
報
告
書
を
見
て
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
震
の
記
録
は
天
気
や

地
震
の
度
合
い
が
細
か
い
の
で
体
感
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
津
波
・
高
潮
に
関
す

る
記
述
が
な
い
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
津
城
下
に
い
て
も

『
岡
安
定
日
記
』
と
比
べ
る
と
、
『
は
な
し
の
種
』
九
日
の
「
曇
雨
」
が
『
岡
安
定
日

記
』
で
は
「
曇
折
々
照
」
な
ど
、
震
度
の
体
感
や
天
気
の
記
録
が
若
干
異
な
る
。
藤

堂
藩
の
川
喜
田
家
本
宅
は
津
城
下
で
海
に
ほ
ど
ち
か
い
分
部
町
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
よ

り
内
陸
側
に
避
難
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
身
の
居
宅
な
ど
の
被
害
記
録
が

な
い
が
、『
は
な
し
の
種
』
と
い
う
書
名
の
つ
け
方
か
ら
す
れ
ば
、
他
人
が
読
む
こ
と

を
前
提
に
し
て
あ
え
て
こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

地
震
情
報
は
お
お
よ
そ
『
岡
安
定
日
記
』
に
共
通
す
る
と
は
い
え
、
前
近
代
で
は

地
震
計
で
は
な
く
体
感
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
震
情
報
が
増
え
る
こ
と
は
情
報

の
精
度
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
そ
の
点
で
今
回
の
『
は
な
し
の
種
』
の
紹
介

は
地
震
研
究
の
う
え
で
重
要
と
い
え
る
。

津
波
被
害
は
、
政
明
が
有
力
な
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
町
方
が
奉
行

所
に
報
告
し
た
も
の
の
写
し
、
―
お
そ
ら
く
原
本
に
近
い
も
の
―
、
を
見
る
機
会
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
じ
く
『
津
市
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
波
線
部

は
『
は
な
し
の
種
』
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
四
丁
表
の
地
震
の
さ
い
に
救
難
を
行
っ
た
も
の
の
表
彰
の
記
録
は
他
に
見

当
た
ら
な
い
。

津
の
み
な
ら
ず
、
松
阪
や
伊
勢
の
被
害
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
川
喜
田
家
に

と
っ
て
そ
れ
ら
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
竹
川
竹
斎
か
ら
は
詳
細
な
被
害
報
告

を
受
け
て
い
る
が
、
単
な
る
被
害
報
告
で
は
な
く
そ
の
後
の
援
助
へ
の
期
待
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
竹
斎
が
集
め
た
松
阪
の
被
害
は
か
な
り
早
い
。

東
海
道
沿
い
の
被
害
は
江
戸
店
へ
送
っ
た
手
代
の
記
録
に
あ
る
。
急
ぎ
の
旅
だ
が

し
っ
か
り
と
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
も
そ
も
被
害
状
況
を
で
き
れ
ば
記
録
し

な
が
ら
行
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

御
教
書
の
記
録
は
神
宮
文
庫
の
「
当
用
録　

朝
喬
卿
公
文
所
」
な
ど
と
同
じ
で
あ

る
。
改
元
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

松
浦
武
四
郎
は
嘉
永
七
年
は
宇
和
島
藩
の
家
老
吉
見
左
膳
に
頼
ま
れ
て
下
田
の
様

子
を
調
査
に
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
外
国
貿
易
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
川
喜
田
政

明
と
松
浦
武
四
郎
は
や
り
と
り
が
あ
り
、
松
浦
武
四
郎
か
ら
の
川
喜
田
政
明
へ
の
書

簡
の
う
ち
原
本
が
あ
る
も
の
は
『
三
雲
町
史
』
（
注
６
）

）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
手
紙
は
そ
れ
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
原
本
も
見
当
た
ら
な
い
新
出
書
簡
で
あ
る
。

狂
文
・
狂
歌
の
部
分
は
現
代
語
訳
を
す
る
。

居
宅
出
張
は
さ
て
い
や
な
事
、
小
屋
は
り
つ
ぱ
て
来
る
合
羽
持
出
し
ふ
と
ん
に
な

る
よ
し
ず
、
あ
じ
な
顔
し
て
世
直
し
て
、
ゆ
う
べ
も
ゆ
る
と
て
だ
ま
さ
れ
た
。
こ
よ

い
も
水
じ
や
と
お
こ
さ
れ
た
。
お
り

く
き
の
な
ひ
小
地
震
に
お
ま
へ
と
私
は
と
ぎ

を
す
る
。（

訳
）
住
む
と
こ
ろ
が
外
に
な
る
の
は
本
当
に
嫌
な
事
。
葭
簀
ば
り
の
立
派
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二
〇

な
（
皮
肉
）
小
屋
に
合
羽
を
持
ち
出
し
て
蒲
団
に
し
て
い
る
。
気
の
利
い
た
顔

を
し
て
世
直
し
し
て
、
夕
べ
も
地
震
が
来
る
と
言
わ
れ
て
騙
さ
れ
た
。
今
晩
も

水
が
出
る
と
言
わ
れ
て
起
こ
さ
れ
た
。
と
き
ど
き
お
前
と
私
は
た
い
く
つ
ま
ぎ

れ
の
話
を
す
る
。

狂
歌

地
震
め
か
お
の
が
か
ら
た
を
も
が
く
の
は
嘉
永
と
し
を
は
か
ひ
て
ほ
し
さ
に

（
訳
）
地
震
め
が
自
分
自
身
の
か
ら
だ
の
手
足
を
も
だ
え
苦
し
ん
で
動
か
す

の
は
痒
い
と
こ
ろ
を
掻
い
て
欲
し
い
か
ら
だ
（
嘉
永
の
年
号
を
変
え
て
欲
し
い

か
ら
だ
）
。

返
し

自
身
て
は
嘉
永
所
え
手
が
た
ら
す
か
へ
て
も
ら
へ
は
あ
と
は
安
政

（
訳
）
地
震
そ
れ
自
身
で
は
痒
い
（
嘉
永
）
と
こ
ろ
に
手
が
届
か
な
い
。
年

号
を
変
え
て
も
ら
え
ば
あ
と
は
安
心
な
世
の
中
（
安
政
）
だ
。

鹿
嶋
か
ら
手
紙
使
て
す
む
こ
と
に
地
し
ん
と
き
て
は
と
ん
た
め
い
わ
く

（
訳
）
要
石
の
あ
る
鹿
島
神
宮
か
ら
手
紙
を
出
し
て
も
ら
え
ば
済
む
用
事
に

地
震
が
お
き
て
は
た
い
へ
ん
な
迷
惑
だ
。

翻
刻
　
は
な
し
の
種
　
後
編

は
な
し
の
種　

後
編

十
一
月
四
日　

朝
五
ツ
弐
分
五
厘
頃
大
地
震
。
同
七
ツ
過
中
地
震
。
両
度
夜
に
入
、

小
地
震
。
五
六
度
。
但
天
気
。

同
五
日　

天
気
。
暁
六
ツ
ま
へ
中
地
震
、
小
地
震
折
々
。
同
夕
七
ツ
過
頃
、
又
大
地

震
。
夜
に
入
、
中
地
震
三
度
計
。
小
地
震
数
度
。
但
夕
刻
晴
雨
脚
降
。

同
六
日　

天
気
。
朝
小
地
震
三
度
計
。
昼
後
も
折
々
有
之
、
夕
暮
小
地
震
有
之
。
夜

中
も
両
三
度
震
。
深
更
に
至
、
雲
出
る
。（
一
丁
表
）

同
七
日　

朝
雲
雨
。
八
ツ
半
頃
よ
り
折
々
時
雨
降
。
四
ツ
頃
中
地
震
。
夜
中
も
中
小

一
両
度
有
之
。

同
八
日　

雲
雨
。
小
地
震
朝
よ
り
午
時
迄
に
両
度
。
夜
に
入
、
三
度
震
。

同
九
日　

雲
雨
。
昼
前
小
地
震
両
度
。
夜
に
入
、
四
五
度
内
両
度
小
な
か
ら
強
。

同
十
日　

天
気
。
あ
ら
風
。
昼
前
小
震
三
度
。
同
十
一
日　

天
気
。
あ
ら
風
。

同
十
二
日
十
三
日　

天
気
。
小
震
一
両
度
有
。
同
十
四
日
同
四
ツ
過
小
三
度
震
。

同
十
五
日　

天
気
。　

同
十
六
日　

天
気
。
昼
後
、
初
雪
降
。

同
十
七
日　

天
気
。
夜
中
小
震
両
度
。　

同
十
八
日　

天
気
。
烈
風
。

同
十
九
日
廿
日
廿
一
日
廿
二
日　

天
気
。
小
震
昼
夜
折
々
有
。（
一
丁
裏
）

同
廿
三
日　

天
気
。
小
雲
雨
。
小
地
震
折
々
有
之
。　

同
廿
四
日　

同
断
。

同
廿
五
日　

暁
六
ツ
半
時
小
動
両
度
。
五
ツ
時
中
地
震
。
曇
天
時
化
も
や
う
。
夜
に

入
け
る
頃
、
雨
止
。
夜
中
も
小
動
有
。

同
廿
六
日　

曇
天
暖
気
。
八
ツ
半
過
、
中
小
位
の
地
震
有
。

同
廿
七
日
廿
八
日　

天
気
。
烈
風
。　

同
廿
九
日　

天
気
。
あ
ら
風
。
夕
に
止
。
小

動
折
々
あ
り
。

十
二
月
朔
日　

天
気
、
昼
後
風
出
。　

同
二
日
三
日
四
日
五
日　

天
気
。
小
動
。
夜

に
入
、
八
ツ
七
ツ
前
後
一
両
度
又
は
三
度
宛
有
。（
二
丁
表
）

（
二
丁
裏
　
白
紙
）

十
一
月
四
日
昼
前
よ
り
夕
迄
三
度
津
浪
来
。
津
町
并
に
寺
院
破
損
高
汐
目
録

一
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
軒

一
半
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
拾
五
軒

一
大
破
傾
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
弐
軒

一
破
損
并
傾
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
八
拾
四
軒

一
傾
長
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所
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二
一

一
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
ヶ
所

一
半
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卅
弐
ヶ
所

一
大
破
并
破
損
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
九
拾
二
ヶ
所

一
潰
堂　

南
町
妙
雲
寺
山
内　

愛
染
堂　

地
蔵
堂　
　
　

弐
ヶ
所

一
半
潰
堂　

八
幡
町
松
原
寺　

弁
才
町
教
原
寺
撞
鐘
堂　

弐
ヶ
所

一
大
傾
大
破
堂　

弐
ヶ
所

一
同
大
破
客
殿
書
院　

七
ヶ
所
（
三
丁
表
）

一
潰
書
院
并
に
座
敷
附
庫
裏
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
ヶ
所

一
半
潰
書
院
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ヶ
所

一
大
傾
大
破
坐
敷
附
庫
裏
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
ヶ
所

一
潰
門　

寺
町
西
来
寺
産
所
門

　
　
　
　

同
上
宮
寺
同

　
　
　
　

同
了
然
寺
塔
頭
快
東
院

　
　
　
　

尼
ヶ
淵
専
淋
寺
表
小
門　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
ヶ
所

一
潰
并
半
潰
玄
関　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ヶ
所

一
同
半
潰
小
屋　

但
井
戸
屋
形
共　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
弐
ヶ
所

一
大
破
并
傾
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
弐
ヶ
所

一
潰
并
落
庇　

但
廊
下
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
卅
四
ヶ
所

一
同　

高
塀　

弐
拾
壱
ヶ
所
（
三
丁
裏
）

一
潰
雪
隠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
四
ヶ
所

一
汐
入
家
拾
三
軒
内　

床
上
迄　

伊
豫
町　
　
　
　
　
　

五
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
下
迄　

同　
　
　
　
　
　
　
　

四
軒　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
部
町
四
軒　
　
　
　

八
軒

一
破
舟　

但
四
拾
瓦
積
磯
端
舟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
艘

一
石
垣
崩　

贄
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所

一
石
燈
籠
倒
損
諸
建
物
瓦
落
壁
落
等
多
分
に
御
座
候

一
流
死
人　

弐
人　

但
女　

築
地
町
鍋
屋
娘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
阿
波
屋
下
女

　
　
　
　
　
　

外
に
弐
人　

同
町
髪
結
の
子

一
人
馬
怪
我
無
御
座
候

右
の
通
に
御
座
候
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
共
（
四
丁
表
）

　
　
　
　

寅
十
一
月

　
　

御
奉
行
所

一
鳥
目
一
〆
分　

片
浜
町
木
屋
佐
吉
船
頭　

留
吉

右
は
去
る
四
日
高
汐
の
為
岩
田
橋
下
に
於
て
破
舟
難
事
の
砌
危
き
働
い
た
し
溢
に
者

共
助
け
候
段
寿
情
の
至
に
付　

右
の
通
為
褒
美
被
下
候
事

一
右
同
断　

岩
田
橋
詰
髪
結
宗
吉

一
鳥
目
五
百
分　

完

伊
与
町
岡
本
屋
吉
兵
衛　

佐
吉
舟
水
主　

宗
四
郎

同
町
新
助
奉
公
人
大
吉　

出
口　
　
　
　

庄
兵
衞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
右
門
（
四
丁
裏
）

　
　
　
　

津
領
郷
方
之
分

一
合
畝
数
百
八
拾
三
町
四
反
廿
七
歩

　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　

百
七
拾
九
町
三
反　

汐
入　

本
田
新
田
畑

　
　

四
町
壱
反
廿
七
歩　

泥
吹
出
埋
り
ゆ
り
割
山
落　

欠
所
本
田
畑　

新
田
畑

一
塩
浜
畝
数
七
町
余　

砂
入

一
湊
切
所
合
長　

四
百
八
拾
壱
間

一
堤
欠
所
合
長　

壱
万
九
千
八
百
五
拾
四
間

　
　
　

但
田
畑
往
還
池
所
堤
川
堤
道
欠
山
欠
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二
二

　
　
　
　

溝
手
欠
所
ゆ
り
割
摺
下
り
と
も
（
五
丁
表
）

一
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
七
軒

一
半
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
百
九
拾
弐
軒

一
潰
書
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
ヶ
所

　
　
　

但
座
敷
隠
宅
と
も

一
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
九
ヶ
所

　
　
　

但
郷
蔵
物
置
蔵
と
も

一
半
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
五
拾
四
ヶ
所

　
　
　

但
物
置
蔵
破
損
土
蔵
と
も

一
潰
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
弐
拾
四
ヶ
所

　
　
　

但
潰
井
戸
屋
形
と
も
（
五
丁
裏
）

一
半
潰
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
廿
六
ヶ
所

一
庇
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
拾
弐
ヶ
所

　
　
　

但
土
蔵
小
屋
庇
共

一
半
潰
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ヶ
所

　
　
　

但
行
者
堂
と
も

一
半
潰
庫
裏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ヶ
所

一
潰
小
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所

一
潰
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
ヶ
所

　
　
　

但
素
庵
手
洗
所
と
も

一
半
潰
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ヶ
所
（
六
丁
表
）

一
潰
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
ヶ
所

一
半
潰
門　

 
 

 
 

　
　

三
十
ヶ
所

一
潰
高
塀　

 
 

 

　
　
　
　
　
　

三
拾
四
ヶ
所

一
半
潰
同　

 
 

 
 

　
　

拾
ヶ
所

一
傾
家　

  
 

 

　
　

弐
百
六
軒

　
　
　
　

但
堂
并
に
土
蔵
小
屋
と
も

一
汐
入
家　
　
　

 
 

 
 

　
　

四
拾
三
軒

　
　
　
　

但
弐
拾
八
軒　

床
上
迄

　
　
　
　
　
　

拾
五
軒　

床
下
迄

一
潰
雪
隠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
卅
七
ヶ
所
（
六
丁
裏
）

一
半
潰
雪
隠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
拾
六
ヶ
所

一
橋
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
五
ヶ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　

石
橋　
　

但
一
ヶ
所
破
損
共　
　
　
　
　
　
　
　

拾
三
ヶ
所

　
　
　

板
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
ヶ
所

　
　
　

土
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所

一
水
筒
損　

但
流
失
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
五
ヶ
所

一
山
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
七
ヶ
所

一
井
堰
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所

　
　
　
　

但
明
吐
堰
落
と
も
（
七
丁
表
）

一
蒦
損　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
九
ヶ
所

　
　
　
　

但
石
蒦
出
蒦
片
蒦
共

一
漁
舟
小
越
船
破
損　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
艘

　
　
　
　

但
流
失
と
も

一
流
出
小
屋　

但
汐
釜
小
屋
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ヶ
所

一
汐
留
破
損　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
卅
三
ヶ
所

一
流
出
割
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
萬
千
四
百
九
拾
五
把

一
怪
我
人　
　

五
人
内　

男
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
壱
人
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二
三

石
燈
籠
損
諸
建
物
聊
宛
傾
瓦
破
損
壁
損
也
、
石
垣
崩
等
小
破
損
共
多
分
御
座
候
（
七

丁
裏
）

一
牛
馬
怪
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
御
座
候

　
　
　
　

寅
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
共

　
　
　
　

御
奉
行
所

（
津
市
史
で
は
寅
十
一
月
九
日
の
報
告
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
右
之
通
御
座
候
遂
吟
味

書
付
差
上
申
候
以
上
」
が
『
は
な
し
の
種
』
に
は
な
い
）

　
　

町
并
に
寺
社
郷
中
破
損
惣
数

一
合
一
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
五
拾
七
軒

一
同
半
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
百
拾
壱
軒

一
同
破
損
傾
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
百
拾
四
軒

一
同
土
蔵
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
壱
ヶ
所

一
同
同
破
損
半
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
百
七
拾
八
ヶ
所

一
潰
堂
潰
門
潰
書
院　

社
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
壱
ヶ
所
（
八
丁
表
）

一
潰
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
八
拾
六
ヶ
所

一
汐
入
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
六
軒

　
　
　
　

南
勢
山
田

一
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
分
合　

拾
軒

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
家
合　

弐
百
七
拾
三
軒

一
半
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
分
合　

弐
拾
弐
軒

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
家
合　

六
百
三
軒

一
大
破
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
合　

七
拾
六
軒

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
家
合　

九
百
拾
八
軒

一
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

三
拾
壱
ヶ
所
（
八
丁
裏
）

一
半
潰
土
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

百
四
拾
弐
ヶ
所

一
大
破
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

三
百
三
ヶ
所

一
破
損
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

九
拾
五
ヶ
所

一
同　

家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
合　

廿
七
ヶ
所

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
家
合　

百
七
拾
五
軒

一
倒
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
合　

拾
七
ヶ
所

一
同
納
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

八
拾
壱
ヶ
所

一
半
潰
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
ヶ
所

一
大
破
納
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
八
ヶ
所

一
外
に
半
潰
大
破
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
職
合
弐
軒　

（
九
丁
表
）

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
家
廿
七
軒

〆　
　

師
職
家

一
潰
家
半
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
六
軒

一
破
損　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
参
軒

〆
百
卅
九
軒

　
　
　
　

町
家
分

一
潰
半
潰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
百
弐
軒

一
破
損　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
百
八
拾
軒

　
　
　
　

〆
弐
千
八
拾
弐
軒

　
　

右
は
度
会
神
主
足
代
よ
り
申
来
（
九
丁
裏
）

　
　
　
　

松
坂

一
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
四
軒

一
半
潰
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
九
ヶ
所

一
半
潰
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
百
五
拾
五
ヶ
所

一
怪
我
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人
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二
四

　
　
　

右
十
一
月
七
日
書
上

　
　
　

御
教
書
写

当
十
一
月
四
日
五
日
等
地
震
於
近
国
四
国
東
海
道
筋
有
地
震
津
波
等
之
聞
、
折
々

微
震
不
止
因
之
不
被
安　

宸
襟
之
間
此
後
弥
無
事
天
下
泰
平
（
十
丁
表
）
万
民
平
穏

之
御
祈
一
七
箇
日
之
間
一
社
同
可
抽
、
丹
誠
之
旨
、
御
教
書
如
此
早
可
被
告
知
、
二

宮
之
状
如
件
。

　
　
　

十
一
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
主
三
位
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
司
宿
館

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
司

　

可
早
令
承
知
改
元
事

右
今
月
廿
七
日
改
嘉
永
七
年
為
安
政
元
年
此
旨
且
存
知
且
令
相
触
神
宮
弥
可
抽　

宝

祚
長
久
国
家
安
全
之
懇
祈
之
状
如
件
以
下
（
十
丁
裏
）

　
　
　

安
政
元
年
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　

祭
主
神
祇
大
副
伊
勢
権
大
中
臣
判
（
十
一
丁
表
三
行
目
）

　
　
　

東
海
道
筋　

手
代
須
兵
衛
見
聞

一
宮
駅　

浜
辺
伝
馬
町
筋
少
々
痛
東
へ
入
口
弐
丁
程
潰
れ

○
笠
寺　

少
々
破
損
潰
家
有
之
候

一
鳴
海　

一
池
鯉
鮒　

少
々
痛

一
岡
崎　

少
々
痛　

一
矢
作
橋　

手
前
少
々
潰
、
橋
弐
ヶ
所
程
痛

一
藤
川　

○
赤
坂　

○
御
油　

少
々
痛

一
吉
田　

三
分
通
痛
少
々
潰
有
之
（
十
一
丁
表
）

一
二
川　

○
白
須
賀　

弐
三
分
通
そ
ん
じ

一
荒
井　

御
関
所
打
浪
に
て
流
宿
内
五
分
通
痛

一
舞
坂　

地
震
に
て
少
々
痛
打
浪
に
て
浜
通
大
変
の
痛

一
浜
松　

御
城
内
始
宿
内
三
分
通
痛

一
見
附　

中
破
損
但
し
袋
井
迄
丸
潰
丸
や
け

一
袋
井　

地
震
其
上
不
残
焼
失
、
但
し
此
間
も
丸
潰
、
丸
や
け
多
し

一
懸
川　

右
同
断
、
御
城
潰
同
断
、
但
し
此
間
に
も
丸
潰
丸
や
け
あ
り

一
日
坂　

小
地
震
少
々
そ
ん
じ

一
金
谷　

三
分
通
潰
大
破
損　

一
嶋
田　

上
に
お
な
し

一
藤
枝　

右
同
断　

出
多
震
御
城
丸
潰
御
仮
屋
住
居
（
十
一
丁
裏
）

一
岡
部　

西
の
方
少
々
潰
宿
内
少
々
痛

一
鞠
子　

少
々
痛

一
府
中　

宿
内
三
分
通
焼
失
其
外
弐
分
通
潰
、
御
城
潰
御
家
中
同
断
火
は
江
川
町

よ
り
出

一
江
尻　

丸
潰
丸
や
け　

一
奥
津　

少
々
痛
、
少
々
潰

一
由
井　

少
々
痛　

一
蒲
原　

問
屋
よ
り
西
方
丸
焼
、
東
の
方
丸
潰

一
吉
原　

半
や
け
半
潰　

○
吉
原
よ
り
原
迄
在
中
無
難　

○
岩
淵　

丸
潰
焼
失

一
原
よ
り
沼
津
迄　

先
無
難　

○
在
々
村
々
同
断

○
藤
川　

四
日
地
震
よ
り
弐
時
程
無
水
、
夫
よ
り
吉
原
ま
て
村
々
丸
つ
ふ
れ

一
沼
津　

半
潰
十
三
日
夜
大
手
先
三
分
通
や
け
る
（
十
二
丁
表
）

一
三
嶋　

丸
潰
明
神
前
弐
丁
程
焼
失

三
嶋
上
り
口　

○
塚
原
○
一
ノ
谷
○
三
ツ
家
○
さ
ゝ
原
○
山
中　

何
れ
も
半
潰

一
箱
根　

弐
分
通
潰
跡
不
残
半
潰
、
御
関
所
御
無
難

○
畑
湯
本　

少
々
痛

○
三
枚
橋
よ
り
小
田
原
迄　

○
小
田
原
よ
り
江
戸
迄　

先
無
難

右
の
通
に
御
座
候
尤
其
外
間
の
宿
在
々
委
細
相
知
れ
不
申
、
尤
夜
中
通
行
の
候
所
は
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二
五

猶
以
し
か
と
見
る
不
申
何
分
主
家
へ
（
十
二
丁
裏
）

道
を
急
き
候
に
付
駕
迄
替
立
に
て
書
留
不
申
候

　
　
　
　
　
　
　

勢
国

一
鳥
羽
御
城
三
ノ
丸
迄
汐
参
る
四
度　

射
和
庄
屋
逗
留
旅
宿
床
上
三
尺
に
及

堅
神
村　

鳥
羽
の
手
前
也　

弐
拾
軒
計
家
蔵
流
失

一　

射
和
竹
川
よ
り
来
書
写

拙
家　

北
庭
六
尺
燈
籠
丸
倒
同
大
の
方
は
無
別
条
、
隠
居
庭
五
尺
一
本
丸
倒
弐
本
丸

（
原
文
○
）
落
、
座
敷
か
ら
か
べ
す
み

く
ふ
く
れ
破
は
無
之

本
家　

乾
蔵
八
巻
落
所
へ
響
破
入
る
。（
十
三
丁
表
）

庭
の
中
燈
籠
倒
。

山
本
宅　

蔵
鉢
巻
落
。
と
ふ
ろ
う
同
断
。

延
命
寺　

表
石
垣
高
さ
三
間
計
の
所
、
八
間
計
崩
。
但
時
年
水
後
増
築
の
所
也
。

い
ふ
く
寺　

同
門
前
左
右
大
半
崩
れ
土
塀
崩
。
石
碑
大
分
た
を
れ

団
子
勘
兵
衛
宅　

う
ら
土
塀
三
間
計
崩
、
但
壱
丈
計
石
垣
出
る

相
可
西
村
等　

右
の
塀
、
石
垣
等
無
別
条
土
塀
そ
ん
じ
。

大
六
よ
り
大
三
表
迄　

破
所
入
る

浄
土
寺　

川
の
上
の
石
垣
三
、
四
間
の
処
崩
、
川
え
落
る
。（
十
三
丁
裏
）

中
間
（
万
）
竹
口　

醤
油　

燈
籠
三
本
た
を
れ
新
竹
込
の
方
五
六
状
計
つ
ゝ
あ
ふ
れ

四
本
計
也
。
日
数
強
く
分
は
滅
し
な
れ
ゐ
無
別
条
。

同
寺
之　

土
塀
崩
石
塀
多
く
た
を
れ
。

平
谷
道
山
の
道　

わ
れ
口
あ
く

一　

松
浦
竹
四
郞　

豆
州
下
田
湊
松
本
十
兵
衛
様
旅
宿
よ
り
の
使

今
般
御
機
嫌
能
目
出
度
奉
る
候
。
異
国
せ
ん
半
つ
ふ
れ
に
相
成
候
。
下
田
は
百
軒
丸

つ
ふ
れ
。
ま
ん
ま
と
私
は
死
ま
せ
ん
た
。

十
一
月
五
日　
　
　

恐
惶
謹
言
（
十
四
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
四
郞

石
水
雅
君　

く
わ
し
く
後
便
に
申
上
候
。（
十
四
丁
裏
二
行
目
）

大
坂
川
口
津
波
届
書
写

一
死
人　

三
百
拾
弐
人　

内　

男
六
拾
弐
人　

女
百
五
拾
人

一
生
死
不
知　

六
拾
四
人　

内　

男
十
六
人　

女
四
拾
八
人

右
御
奉
行
所
へ
届
有
之
候
分
外
に
検
使
の
節
隠
の
分
又
他
所
の
者
共
幾
千
人
て
も
不

相
分
候

一
海
船
廻
船　

千
百
拾
八
艘

内
千
石
拾
八
艘　

破
船
百
五
拾
六
艘　

損
舟
五
百
六
艘　

小
損
又
無
難　

四
百
五
拾

六
艘

一
川
舟　

六
百
三
拾
艘　

破
舟
五
百
六
拾
八
艘
（
十
五
丁
表
）

（
十
五
丁
裏
白
紙
）

は
な
し
の
種

嘉
永
七
年
甲
寅
六
月
十
三
日　

天
気
。
昼
後
八
ツ
比
よ
り
雷
鳴
。
大
夕
立
。
雨
間
に

中
地
震
弐
ツ
。

六
月
十
四
日　

暁
六
ツ
過
大
夕
立
小
雷
脚
有
之
。
早
々
夜
止
。
昼
後
雲
出
。
無
程
快

晴
え
。
同
夕
色
虹
月
前
に
あ
ら
は
れ
る
。
夜
に
入
、
八
ツ
時
大
地
震
。
従
先
年
は
三

拾
六
年
目
（
文
政
十
二
年
の
大
地
震
か
ら
み
て
）
。

同
十
五
日　

快
晴
。
折
々
中
地
震
小
地
震
有
之
。
昼
後
七
ツ
過
よ
り
夜
九
ツ
過
迄
相

止
。
夕
暮
夕
立
夜
四
ツ
前
よ
り
暁
迄
折
々
小
動
有
。

同
十
六
日　

天
気
。
明
五
ツ
過
前
後
小
地
震
。
夕
六
ツ
過
前
中
地
震
。
夜
に
入
、
五

ツ
時
又
震
。
小
夕
立
も
有
之
。
但
昼
後
は
乍
天
気
雲
雨
。
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二
六

同
十
七
日　

曇
天
。
折
々
夕
立
有
、
明
六
ツ
過
。
中
地
震
。
昼
九
ツ
時
（
十
六
丁
表
）

過
迄
三
ツ
計
、
中
地
震
有
之
。
夕
七
ツ
半
比
大
分
強
。
夜
に
入
、
五
ツ
時
四
ツ
時
八

ツ
時
前
、
明
方
に
も
震
。（
十
六
丁
裏
二
行
目
）

居
宅
出
張
は
さ
て
い
や
な
事
、
小
屋
は
り
つ
ぱ
て
来
る
合
羽
持
出
し
ふ
と
ん
に
な
る

よ
し
ず
、
あ
じ
な
顔
し
て
世
直
し
て
、
ゆ
う
べ
も
ゆ
る
と
て
だ
ま
さ
れ
た
。
こ
よ
い

も
水
じ
や
と
お
こ
さ
れ
た
。
お
り

く
き
の
な
ひ
小
地
震
に
お
ま
へ
と
私
は
と
ぎ
を

す
る
。

狂
歌

地
震
め
か
お
の
が
か
ら
た
を
も
が
く
の
は
嘉
永
と
し
を
は
か
ひ
て
ほ
し
さ
に

返
し

自
身
て
は
嘉
永
所
え
手
が
た
ら
す
（
十
七
丁
表
）
か
へ
て
も
ら
へ
は
あ
と
は
安
政

鹿
嶋
か
ら
手
紙
使
て
す
む
こ
と
に
地
し
ん
と
き
て
は
と
ん

め
い
わ
く
（
十
七
丁
裏
）

注
（
注 

1
）
梅
原
三
千
・
西
田
重
嗣
編
『
津
市
史
』
第
二
巻
（
津
市
役
所
、
昭
和
三
五
）
。
七
七
三

～
七
七
五
頁
。

（
注
2
）
注
1
前
掲
書
、
七
七
五
～
七
七
八
頁
。

（
注 

3
）
「
当
用
録　

朝
喬
卿
公
文
所
」
の
原
本
は
神
宮
文
庫
所
蔵
。
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編

『
新
収
日
本
地
震
史
料　

第
五
巻
別
巻
五
ノ
一　

東
海
』（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
、
昭
和
六

二
）
一
二
八
〇
頁
。

（
注 

4
）
「
竹
川
竹
斎
日
記
」
（
原
本
は
松
阪
市
射
和
松
阪
市
史
編
纂
室
）
（
注
3
前
掲
書
収
録
）

一
二
六
一
頁
。

（
注 

5
） 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
『
歴
史
地
震
』
二
〇
号
（
平
成
一
七
）
に
収
録
さ
れ
る
次
の
論

文
が
科
学
的
な
安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
都
司
嘉
宣
「
講

演
記
録 

三
重
県
の
歴
史
地
震
と
津
波
」
三
～
七
頁
。
行
谷
佑
一
・
都
司
嘉
宣
「
宝
永
（
一

七
〇
七
）
・
安
政
東
海
（
一
八
五
四
）
地
震
津
波
の
三
重
県
に
お
け
る
詳
細
津
波
浸
水
高
分

布
」
三
三
～
五
六
頁
。
羽
鳥
徳
太
郎
「
伊
勢
湾
岸
市
街
地
に
お
け
る
安
政
東
海
津
波
（
一
八

五
四
）
の
浸
水
状
況
」 

五
七
～
六
四
頁
。

（
注 

6
） 

三
雲
町
史
編
集
委
員
委
員
会
編
『
三
雲
町
史
』
第
3
巻
資
料
編
2
（
三
雲
町
、
平
成
一
二
）。

付
記

本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
石
水
博
物
館
館
蔵
資
料
を
中
心
と
し
た
伊

勢
商
人
の
文
化
サ
ロ
ン
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
岡
本
聡
。
研
究
課
題

18K
00299

）
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

だ
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